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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項

に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

１ 会議名    令和４年度 飛騨高山高等学校 学校運営協議会（第２回） 

 

２ 開催日時   令和４年１０月２８日（金）１０：４０～１２：４０ 

 

３ 開催場所   飛騨高山高等学校 岡本キャンパス 会議室 

 

４ 参加者    委 員  宮下 伸一  高山信用金庫 理事 

              岩佐 喜美子 高山赤十字病院 

              永瀬 正幸  ＪＡ飛騨ミート 

              玉田 明正  岐阜県指導農業士 

              島谷 和美  自営業（食堂経営） （欠席） 

              西野 直美  育友会長（全日制）  

              下屋 綾乃  育友会長（定時制） 

              塚本 利幸  部活動後援会長（通信制） 

              中田  彰  同窓会長 

 

学校側  奥田  寛  校長 

垣下 大吾  副校長（定時制・通信制） 

金山 純一郎  事務部長 

野中 賀雄  教頭（全日制岡本キャンパス） 

渡辺 圭子  教頭（全日制岡本キャンパス） 

島田 正幸  教頭（全日制山田キャンパス） 

下嶋 和長  教頭（通信制） 

西垣 光洋  教諭（全日制岡本キャンパス・教務主任） 

杉山  遼  教諭（定時制・教務主任） 

水田 奈央生 教諭（全日制岡本キャンパス・生徒指導主事） 

荒川 一弘  教諭（全日制岡本キャンパス・進路指導主事） 

田中 一幸  教諭（全日制山田キャンパス・農場長） 

 

５ 会議の概要 

 （１）１０月までの取り組みについて（スクールポリシーに関連して） 

  意見１：５月の第１回学校運営委員会では今年度実施したいことを伺った。食品科学科の「食品 

      製造実習装置を活用した新商品の開発・販売」など、早速、成果が出ているものもある 

      とのこと。対応の早さがすばらしいと感心した。 



   意見２：定時制の文化祭に全日制の部活動が参加するなど、課程間、学科間の交流が進み、「ひ 

とつの飛騨高山高等学校」となりつつある。 

 

 （２）学校評価について 

   意見１：アンケートを見るとよく生徒の支援がなされていることが分かる。対して先生方の負担 

       が増えているのではないか。今の取組みは５年後に生きてくる。大変だがよろしくお願 

いしたい。 

   意見２：在校生のわが子から聞く学校の話はいつも楽しそうだ。有難い。アンケートの中の「個 

に向けた支援」と「働き方改革」は、良い教育を提供する際のベクトルの異なる２つの 

柱。先生方の仕事の中でデジタル技術を使うなど、カットできるところはカットして、 

実務量を減らしていくことも大切。また、学校としてできることと出来かねることを保 

護者の方にお話していくことがあってもよい。 

   意見３：否定的意見が減少した。生徒達も前向きに一生懸命やろうとしていることが表れている。 

   意見４：働き方改革については改善されている様子で良い評価が出ている。 

 

 （３）「ふるさと企業・OB生徒交流会」参観について 

   意見１：企業の方に大変工夫してお話いただけている。お話が上手で、興味深い話ばかり。コロ

       ナ禍でも工夫を重ね、休むことなく実施できていることもすばらしい。 

   意見２：これだけ多くの地元企業の話を聞けるのは生徒たちにとってすばらしいこと。Uターン就 

職をし、本日企業説明をしてくれていた本校OBが「地域に貢献したい」と語っていたこ 

とに感心した。 

   意見３：反応する生徒が昨年よりも多かった。近年、進学する生徒が多いということだが、この 

取組により、地区外に進学してもやはり高山がいいと思ってもらえるとよい。 

 

 （４）その他 学校運営等について 

   意見１：情報発信がもう少しできたらよい。生徒から発信するのも面白い。 

   意見２：HPを見る機会が多いが、充分、学校が周知に力を入れていることが分かる。しかしHP 

は検索されなければ発信源となりえない。幅広い層に周知という面では新聞が有効であ 

る。そちらの方面にもさらに力を入れていってほしい。 

 

６ 会議のまとめ 

   第２回学校運営協議会において、本校の現状や取組を踏まえて、委員から多くの意見や要望を聞

いた。ここで得られたものを本校教職員で共有し、それを活かしてなお一層、生徒がいきいきと

活動でき、夢を実現することができる学校となるよう体制を整えていきたい。 


